
高等学校家庭科 「家庭基礎」 学習指導案 

 

指導者 広島県立因島高等学校 

朝原 頌子 

 

１ 日時・場所  令和元年 10 月 31 日（木）第５限 13:35～14:25 44 番教室 

２ 学年・学級  第１学年 1組 26 名（男子：16 名，女子：10名） 

３ 単元名    スマートで自立した消費者になろう！ 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

本単元は高等学校学習指導要領 第９節 家庭 家庭基礎（２）「生活の自立及び消費と環境」エ

「消費生活と生涯を見通した経済の計画」にあたる。ここでは消費生活の現状と課題，消費者の権利

と責任などについて理解させ，適切な意思決定に基づいて行動できるようにするとともに，生涯を見

通した経済の管理や計画について考えさせることをねらいとしている。 

 グローバル化や情報化が急速に進展する中，消費者をめぐる状況は多様化，複雑化している。 平

成 16年（2004 年）には消費者基本法，平成 24年（2012 年）には消費者教育推進法が制定され，国

全体で消費者教育施策の推進が図られている。生徒に社会の変化に伴う消費生活の課題を認識させ，

生涯を見通した経済計画について考えさせることは，彼らの生きる力を育むうえで重要であると思わ

れる。 

（２）生徒観 

 本校では地理的な条件から，生徒がインターネットを利用して商品を購入する機会が今後さらに増

えていくことが予測される。消費生活に関するアンケートを実施したところ，本クラスにはオンライ

ンゲーム, 漫画，衣類などに出費する生徒が多く，ネットショッピングを利用する者も多かった。ま

た実際に，ネットショッピングでの購入後に商品が届かないなどの消費者トラブルを経験した生徒も

いた。金銭の管理については，56％の生徒が必要な時に必要な分だけお金をもらって使っており，月々

決まった金額の範囲内で消費をする経験は乏しいといえる。 

（３） 指導観 

本単元では，食品や衣服の購入や娯楽など生徒にとって身近なテーマを扱い，身の回りで起きてい

る消費者問題や適切な契約方法などについて理解させる。家計管理については，将来の生活に関する

シミュレーションを取り入れ，事故，病気などの不測の事態や，結婚，退職などのライフイベントを

イメージさせることで，長期的な視野を持った家計管理について考えさせたい。また，グループワー

クを通じて対話的な学びの場を設け，個人によって消費行動や家計管理に対する視点や価値観が異な

ることにも気付かせたい。 

 

５ 単元の目標 

経済的自立に向けて，生涯を見通した家計管理について関心をもち，消費生活の現状と課題や消費

者の権利と責任についての基礎的・基本的な知識及び技術を身に付け，適切な意思決定に基づいて行

動できるようにするとともに，生涯を見通した生活における経済の管理するための工夫ができるよう

にする。 



６ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

家庭の経済生活，社会の

変化と消費生活，消費者

の権利と責任について

関心をもち，意欲をもっ

て学習活動に取り組ん

でいる。 

消費生活および消費者

問題の解決を目指して

思考を深め，適切に判断

する能力を身に付けて

いる。 

自立した消費者として，

家庭経済の管理や計画

に関する技術を身に付

けている。 

消費生活および消費者

問題に関する基礎的・基

本的な知識を身に付け，

それらを用いて場面に

応じて適切に対応する

方法について理解して

いる。 

 

７ 指導と評価の計画（全５時間） 

次 主な学習内容 

評         価 

関 考 技 知 評価規準 評価方法 

１ 

主体的な消費 

行動と契約・ 

消費者の権利と 

責任（１） 

◎    

 

 

○ 

・消費行動における意思決定のプロ

セスについて，具体的に考えよう

としている。 

・消費者の権利と責任について理解

している。 

・ワーク 

シート 

・定期考査 

２ 

多様化する販売方法

と問題商法 

（１） 

  

 

◎ 

 

 

 

○ ・さまざまな販売方法と問題商法に

ついて理解している。 

・問題商法への対処法および予防法

を自分なりに考え，工夫してい

る。 

・ワーク 

シート 

３ 

支払い方法の仕組み

と適切な契約の 

ための制度，法律 

（１） 

 ○ 

 

  

 

◎ 

・将来の生活における支払い方法を

自分なりに考えている。 

・消費者を守る制度や法律について

理解している。 

・ワーク 

シート 

・定期考査 

４ 

家計における 

収支の計画 

（本時１／１） 

  

 

◎ 

 

 ○ 

 

・家計の構造について理解してい

る。 

・家計における収支バランスについ

て考え，工夫している。 

・ワーク 

シート 

・定期考査 

５ 

生涯を見通した 

経済計画 

（１） 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 ・各自のライフプランに必要な費用

を算出できる。 

・将来起こりうる不測の事態とその

備えについて，長期的な視点から

考えようとしている。 

・ワーク 

シート 

 



８ 本時の展開 

（１）本時の目標 

     家計の構造を理解し，収支のバランスについて考え，工夫する。 

（２）本時の評価規準 

   ・家計の構造について理解している。【知識・理解】 

・家計における収支のバランスについて考え，工夫している。【思考・判断・表現】 

（３）準備物 

 教科書「新図説 家庭基礎」（実教出版），一人暮らしオーダーシート，ワークシート 

ホワイトボード，マーカー 

（４）学習の展開 

 

学習活動 

指導上の留意事項 

◆「努力を要する」状況と判断した生徒への手

立て 

評価規準 

【観点】 

（評価方法） 

導入 

（５） 

○一人暮らしに必要な費

用をイメージする 

 

 

○本時の目標を知る 

 

◇１ヶ月間一人暮らしをする際に必要だと思

う費用項目を尋ねる。 

◇一人暮らしに必要な費用項目と家計につい

て簡単に説明する。 

 

 

 

  

 

 

展開１ 

（20） 

○シミュレーションを通

して一人暮らしにおけ

る収入と支出のバラン

スを考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「家計管理アドバイザー」として依頼者のオ

ーダーが実現できるよう，支出金額について

考えさせる。（ワークシート①） 

◇依頼者の実際の給料を発表し，給料，非消費

支出，手取りの関係について給与明細をもと

に説明する。 

→依頼者の手取りと各自が考えた支出との

差額を計算させる。（ワークシート②） 

◇差額から考え直した方が良いと思う点につ

いて各自で考えさせる。（◆ランクを下げる

ことが可能な支出項目とその理由を挙げさ

せる。）（ワークシート②） 

予想される生徒の回答 

・人脈作りができるよう，食費を高ランク

にした。収支の差額が小さいので，交通

費は C ランクに落とし，とりあえずは公

共機関を使ってもらう。 
 

家計の構造につ

いて理解してい

る。 

【知識・理解】 

（定期考査）   

 

家計における収

支のバランスに

ついて考え，工夫

している。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート） 

家計の構造を理解し，収支のバランスについて考えよう！ 

 



展開２ 

（10） 

○収支のバランスに関す

る気づきをグループで

共有する 

◇収支のバランスについて考えたことをグル

ープ内で発表させ，他者の差額結果や意見を

ワークシートに記入させる。 

 

展開３ 

（10） 

○グループごとに依頼者

へのアドバイスを考え

る 

 

◇依頼者の夢や目標を実現するための具体的

なアドバイスを各グループで考えさせ，ホワ

イトボードに記入させる。 

◇各グループの意見を全体で共有する。 

予想される生徒の回答 

・人と食事の約束をしていないときは自炊す

るなどして，外食頻度をできるだけ抑えた

方がいい。 

・ある程度貯金ができるまでは駅近の家には

住まず，公共交通機関を使って通勤した方

がいい。 
 

 

まとめ 

（５） 

○家計管理のシミュレー

ションを振り返る 

 

◇家計管理をする中で難しかったことや大切

だと感じたことを書かせ，数名の生徒に発表

させる。 

◇次時の内容を知らせる。 

 

 



1 ・・・ 1部屋
L ・・・ リビング （居間）
D ・・・ ダイニング （食堂）
K ・・・ キッチン （調理場）

【住宅の間取りについて】

一人暮らしオーダーシート

依頼者 因島 花子 性別 女 年齢 25歳

特徴

広島の広告関連企業で働く社会人３年目。仕事や職場にも慣れてきて，これからも

バリバリ働きたい。将来はペット関係での起業を計画していて，そのための貯金や

人脈作り，勉強に励みたい。また，日々の癒やしのために一人暮らしに実家の愛犬

を連れていきたい。

オーダー

【住居費】通勤が楽な駅近物件で，犬と一緒に過ごしたい。
【水道光熱費】留守の間でも犬のために冷暖房が必要。
【通信費】ネットで情報収集や企画のネタを探している。
【食費】食事は人脈作りも兼ねて，色々な人と外食が多い。
【交通費】犬と出かけるためにできれば車を持ちたい。
【被服費】仕事ではブランドの服でお客様に好印象を与えたい。
【教養娯楽費】ビジネススクール（月3万円）に週1回通って起業の勉強をしたい。
【預貯金】将来の起業のためにたくさん貯金したい。

AランクAランクAランク 1LDK
65,000円

BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

AランクAランクAランク BランクBランクBランク CランクCランクCランク DランクDランクDランク

ヘビーユーザー
13,000円

ほぼ外食
50,000円

車（駐車場込み）

50,000円

ブランド
50,000円

40,000円

30,000円

―

1DK 1階
45,000円

節約家
7,000円

スマホ
8,000円

1/3くらい外食
30,000円

公共機関 多
10,000円

購入 中
10,000円

20,000円

１0,000円

フリーター
15,000円

住居費

水道光熱費

通信費

食費

交通費

被服費

教養娯楽費

預貯金

その他※

1DK 2階以上
50,000円

一般
10,000円

ネット+スマホ
13,000円

2/3くらい外食
40,000円

バイク（駐車場込み）

20,000円

購入 多
30,000円

30,000円

20,000円

正社員
20,000円

1K 35,000円

ガラケー
4,000円

自炊・手作り弁当
20,000円

公共機関 少
3,000円

購入 少
3,000円

10,000円

5,000円

学生
10,000円

オプション：駅徒歩5分、ペット可、防音仕様、オートロックは、各10,000円で追加可能。（例）1K＋オートロックの場合 45,000円。

※ その他について： 医療衛生関係や冠婚葬祭などの費用

持たない
0円

―

1K 1DK 1LDK

ランク 金額

住居費 0 0 0 円

選択するオプションに○を
する

駅近・ ペット可 ・ 防音仕様
オートロック

0 0 0 円

水道光熱費 0 0 0 円

通信費 0 0 0 円

食費 0 0 0 円

交通費 0 0 0 円

被服費 0 0 0 円

教養娯楽費 0 0 0 円

預貯金 0 0 0 円

その他 0 0 0 円

支出合計 0 0 0 円

＊依頼者のオーダーを聞いて，生活に必要な費用を算出しよう。

合計金額 円

【参考】https://www.zenginkyo.or.jp/special/money-highschool/download_a1/

１年（ ）組（ ）番（ ）

＊支出金額を考える際に大切にしたことは何ですか？

ワークシート①



労働日数 出勤日数 有給休暇日数 慶弔休暇日数

20 18 2

欠勤日数 遅刻回数 早退回数 時間外労働

8

基本給 時間外手当 役職手当 家族手当 通勤手当 総支給額

223,000 18,000 20,000 5,000 14,000 280,000

所得税 住民税 厚生年金

4,000 10,000 28,000

健康保険 介護保険 雇用保険 控除計

16,000 0 2,000 60,000

控
除
項
目

差引支給額

給料明細書 因島　花子　殿氏名

勤
怠

支払

項目

 

 

 家計の構造を理解し，収支のバランスについて考えよう！ 

 

１ 花子さんの収入と支出 

 

①給料 仕事などをして得た収入     

②非消費支出 税金や年金など公的に必要な支出 

③可処分所得（手取り） 給料から非消費支出を引いたお金（実収入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊花子さんの手取りとシミュレーションした支出合計額の差額を計算しよう。 

 

手取り                  支出合計 

                円  －               円          

            

  差額 

                     ＝                 円 

 

 

 

１年（  ）組（  ）番（              ） 

 

２ 手取りと支出合計額の差額から，改善した方が良いと思ったこと 

 

 

 

 

 

３ 考えたことをグループでシェアしよう 

 

メンバー 
手取りとの差額 

（±円） 
改善案 

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

４ グループで依頼者へのアドバイスを考えよう ～将来の夢や目標を持つ花子さんへ～ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 家計の管理をするうえで難しかったこと，大切だと感じたこと 

 

 

 

 

 

 

ワークシート② 
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